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『お浄土へ 

生まれていくいのち』 

橋本 健人（朝明組明圓寺） 

 
中学生になった娘は、以前から「お坊さ

んになりたい」と言ってくれていました。

愛読書は手塚治虫先生の『ブッダ』、習い

事はクラシックバレエ。いつか「踊れるお

坊さん」になる日を楽しみにしておりまし

た。 

ところが先日、娘がぽつりと「やっぱり

お坊さんになるのやめる」と言うのです。

理由を尋ねると、「あんな悲しい気持ちに

なるのは嫌やもん」と、意外な言葉が返っ

てきました。 

きっかけは、娘が生まれる前から家族同

然に親しくしていた方の急逝でした。葬儀

の席で、娘はお棺にしがみつき離れようと

しません。これまで見たことのないほど悲

しい表情で大粒の涙を流していました。生

まれて初めて大切な人を失う経験が、「お

坊さんをやりたくない理由」だったので

す。黙って聞いていると、娘が私に言いま

した。「パパは、平気なの？」と。普段か

ら私がご葬儀に参る姿がそう見えていた

のでしょうか。私は一瞬、返事に詰まりま

した。これまでお別れしたご門徒の方々の

姿が思い浮かんできたからです。別れの場

に身を置くことはいつまでたっても慣れ

ません。できることなら避けたい私がいま

す。 

「平気じゃないよ」と、そのまま伝えま

した。「平気じゃないのになんでできる

の？」と娘は不思議そうな顔をしました。

私は「阿弥陀さまの前だから」と、答えま

した。 

いのちを「終わるもの」としてしか見えな

い私に対し、阿弥陀さまは「お浄土へ生ま

れさせ仏にならせる」と、お誓いください

ました。そのお心を「南無(まかせよ)阿弥

陀仏(われに)」と名のってくださってい

るのです。 

その仏さまの前に身を置かせていただ

ければこそ、平気な顔を装いながら皆さ

んの先頭でお勤めをさせていただく事が

できております。でなければ、お坊さんな

んてできません。 

私が話し終えるまでじっと聞いていた

娘は、「ふ〜ん。じゃあ、私は通夜葬儀を

しないお坊さんになるわ」と言いまし

た。「そんな都合のいい話あるかいな」と、

心の中でつっこみながらも少し前を向い

てくれたことに安堵しました。 

私自身、平気ではない現実を目の前に

お浄土へ生まれていくことを見失ってし

まうことが多分にあります。誠に情けな

いことです。けれど、その度にこうして豊

かないのちの世界へ引き戻してくださる

ご縁があります。 

娘とともにお念仏 

申す中で、お浄土へ 

の人生を分かち合え 

たことを、この度は 

しみじみとありがた 

く味わせていただき 

ました。 
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『悩んだら歎異抄』著 富田富士也 出版社 法蔵館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『老いるショック大賞』著 みうらじゅん 出版社 筑摩書房 

「人間は社会的動物である」と、古代ギ

リシャ人であるアリストテレス（Bc384―

Bc322）が提唱してから 2400 年近く経ち

ました。どれほど時を経ても、人間は他者

との関係性、つながりの中にしか生きるこ

とができません。釈尊が因縁生起（縁起）

を説いた後、仏教思想の形成の中で、さら

に「関係性の縁起（ご縁）」が展開。私が生

きるためには、今、ここに存在するために

は、無数の他者のはたらきとの関わりによ

って生かされ、存在するのであり、自分ひ

とりで存在しうるものではないという人

間観が生まれます。 

しかし、いつの時代も人間には「人間関

係」という悩みがつきものです。友人関係、

職場、家族や親子関係、様々な場面で悩み

や苦悩を抱えています。また、デジタル社

会にあって、孤独や生きづらさを感じるこ

とも少なくありません。その中で私たちは

人間関係の苦悩とどのように向き合って

いけばよいでしょうか。 

本書は、カウンセラーである著者が、家

族関係の相談から見つけた「気づき」を、

それぞれの生きづらさの光にしようとし

た事例が著されます。親を求める子どもの

苦悩。生きる光を失った子ども。子どもの

態度に悩む親。 

様々な事例の中で筆者の中でスッと立ち

上がってくるものは『歎異抄』の言葉でし

た。『歎異抄』に示される、存在そのものを

丸ごと包む、肯定的な如来の心が、実際 

の人間関係の苦悩に 

あっては非常に重要 

だと筆者は語ってい 

きます。人間関係の 

中に傷つきながらも、 

つながりの中に救い 

を見出していこうと 

する筆者の姿の中に、 

あたたかなぬくもり 

を感じます。 

夫が「そろそろ必要かと思って」と手渡

してくれたのは本書「老いるショック大

賞」。 

「マイブーム」や「ゆるきゃら」など数々

の新概念を作ってきたみうらじゅんさん

が、「老い」が力に変わる一冊を作ってく

れました。 

「老いは誰しもが迎えるもの。それはどう

考えてもしょーがないことですよね。しょ

ーがないことには、しょーもないことをぶ

つける。それが老いるショックのモットー

なんです。（本文より）」 

「老いを感じた瞬間」の読者の投稿を、み

うらじゅんさんがほっこりとした笑いに

かえてくれます。 

歳を重ねることはしんどいことも多く

あります。だからこそ、少しでも面白がれ

たら肩の力を抜いて生きていけるのかも

しれません。 

ジタバタと抗おうとしている私をみか

ねたのか、互いに老いていく身であること

を自覚するためか、夫は私にそっと手渡し

てくれました。 

「歳とったなぁ…、」 

と思ったときには、 

「これが噂の老いる 

ショックか」と思え 

るかもしれない。本 

書はそんなユニーク 

な一冊です。 
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『ハイサイ！』 

先日自坊では、年に一度の子どもイベント寺

っ子体験が開催されました。 

今年はおかげさまで 5 周年ということで、ゲ

ストを迎えることに。風がよく抜ける本堂で、

聞いてみたいと願っていた沖縄の民族楽器「三

線（さんしん）」。弾き手はいつもお世話になっ

ている常照寺の御住職りょうちょうさん。 

三線？とあまり馴染みのない人でも、どこか

懐かしいような気持ちにさせてくれました。 

志村けんさんの「変なおじさん」の元となっ

た「ハイサイ（こんにちは）おじさん」という

沖縄音楽は、子ども達に大人気で大盛り上が

り。なかでも、りょうちょうさんが最後にお話

しくださったことが印象的でした。 

「自分にとって良いこともあるし、もちろん

良くないこともあります。 

 

今日はこうして皆んなでお寺に集まってい

るけれど、もしかしたら中には気持ちがしゅ

んとしている子もいるかもしれない。でも今

日はこうして皆んなで音楽を聞いて『良いこ

とも良くないことも、かき混ぜてもっと良い

ことを起こしましょうよ！』って沖縄県の人

はそうやって皆んなお別れをします。さぁ、

やってみよう！」 

「恥ずかしくないよ〜！」 

と、三線と沖縄の歌に合わ 

せて、皆んなで一緒に踊り 

いつもとは違う時間を過ご 

すことができました。おか 

げさまで心に残る 5 周年と 

なりました。 

 

 

本年度より、教区広報部に加わりました鈴鹿組存仁寺の山田智敬です。初の編集会議に参加しました！右も左も分からない

状態のままスタートしましたが、執筆された方々のあたたかな原稿や、委員の校正作業の和やかな雰囲気に、当初の不安はど

こへやら。とても充実した時間となりました。今後も皆様のもとへ、みのりある教区広報をお届けできるよう勤しんで参りま

す。よろしくお願いします。 

 

～編集後記～ 

『「任意？」保険』 

 少し前、二十代の後輩から「車を買うのです

が、任意保険って必要ですか？」と聞かれまし

た。「任意だから、入らなくてもいいものかと

思って」とのことでした。 

私は驚きました。もちろん法律上、加入が義

務づけられているのは自賠責保険です。しか

し、実際に車に乗る以上、任意保険に入ること

は社会人として半ば当然のこと、という感覚を

多くの人が持っているのではないでしょうか。 

 

「あなたは事故を起こすつもりはないだろ

うけれど、誰かを傷つけてしまう可能性はあ

る。自賠責だけでは補えない損害もある。その

とき責任を負えないでしょう」。そんな話をし

ました。 

 

このやりとりのあと、ふと考えさせられまし

た。私たちは案外、「自分は大丈夫」「自分は加

害しない」という前提で物事を見ているのでは

ないか、と。 

誰も故意に人を傷つけたいわけではありま

せん。けれど、人は意図せず誰かを傷つけてし

まう存在でもあります。完璧な人間はいませ

ん。だからこそ、「自分もまた間違えるかもし

れない」「気づかぬうちに誰かを傷つけている

かもしれない」と、自分自身を省みる姿勢を持

ち続けたい。任意保険の話から、そんなことを

考えました。 


